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20 万分の 1日本数値地質図「北海道」
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産業技術総合研究所地質調査総合センターでは，平成 13 年度より 20 万分の１地質図をベースとした，全国統
一凡例による 20 万分の 1 日本数値地質図（シームレス地質図）の作成を行っている．平成 14 年度までに北海道
地域を編纂した．ここでは，その概要を紹介する．
１．20 万分の 1 日本数値地質図
地理情報システム(GIS)の上で重力異常図や磁気異常図などの各種地球科学情報の基図として地質図を利用す

るためには，数値化する必要がある．また，日本全体を統一した凡例でまとめておくことが望ましい．これまで
に日本全国を統一凡例でまとめた地質図は，100 万分の 1 以下の小縮尺地質図しかなく，数値化されているのは
地質調査所発行の 100 万分の 1 日本地質図第 3 版（1992）のみである．日本地質図第 3 版は，これまでに出版さ
れた 100 万分の 1 地質図にくらべ，大幅に凡例を見直しマトリックス形式にするなど理解しやすく，内容も詳細
に表現されている．しかし，地球科学情報を発信するデータベースの基図とするには，より詳細な地質区分や精
度の高い位置 データなどの地質情報が必要である．そこで，産総研地質調査総合センター（旧：地質調査所）で
は，既存の 20 万分の１地質図を数値化したファイルをもとに，100 万分の 1 日本地質図第 3 版（1992）の凡例に
準じて全国の 20 万分の 1 地質図を繋ぎ合わせた「20 万分の 1 日本数値地質図」を編集することとした．20 万分
の 1 日本数値地質図は，編集する地域を広げ今後数年間で編集を終える．その成果は，産業技術総合研究所の研
究情報公開データベース(RIO-DB)上で，編集を終えた地域から順次公表する予定になっている．また，北海道に
ついては，オリジナルな 20 万分の 1 地質図の精度により近づけるため，さらに詳細な凡例に基づく「詳細版」も
試作した．数値化された地質図データベースは，最新の研究成果に応じて改訂版を比較的容易に作成できる利点
がある．
２．北海道地域の編集
北海道では，26 枚の 20 万分の 1 地質図がすべて公表されている．出版年度は，羽幌図幅の 1962 年から，浦河

図幅の 2000 年まで 40 年の開きがある．そのため，編集時の知見や地球科学観等の違いを反映して，地質図幅間
で地層・岩体の境界や地質構造がつながらないことが多い．
作業では，まず各図幅の凡例それぞれについて，統一凡例への当てはめを行った．統一凡例は，100 万分の１

日本地質図第 3 版の凡例に準じたが，完新世堆積物については，砂丘堆積物と湿原堆積物を特別に分け，更に後
期更新世-完新世の火山岩類を後期更新世のものと完新世のものとに分けた．そのため，統一凡例の数は全部で 167
となった．「北海道詳細版」の統一凡例では，20 万分の１地質図元図の区分をできる限り生かせるように，時代
と岩相とを組み合わせて 224 に区分した．個々の地層・岩体への凡例当てはめに際しては，まず，できる限り最
新の論文，報告書にあたり，層序関係，年代値を整理し，対比表を作成し，対比の妥当性を確認した．次に，GIS
ソフトで 20 万分の１数値地質図の各凡例の属性を統一凡例に置き換える作業を行い凡例当てはめの妥当性を検討
した．地層・岩体境界や地質構造のずれ等の修正，属性当てはめの変更は GIS ソフトで修正した．
対比表の作成，GIS ソフトの作業では，(株) ダイヤコンサルタントの松井和典氏，松浦一樹氏，武井　孝氏，

および産総研テクニカルスタッフの上野まどかさんにご協力いただいた．
3. 従来の地質図からの主な変更点
100 万分の 1 日本地質図第 3 版や 20 万分の１地質図幅出版後，新たな年代資料や岩相層序が数多く発表されて

いる．それらに基づいて地層・岩体区分や対比が見直された．主な修正点は以下の通りである．
1) 新生代火山岩類を最新の放射年代値に基づいて時代区分した．
2) 中生界・新生界境界部分の堆積岩類の帰属を修正した．
3) 付加体とその中の玄武岩，石灰岩，チャート異地性岩体を正常層と区別した．



4) 対比精度に難があるため，付加体は大まかに時代によって二分にとどめたが，詳細版では５分した．苦鉄
質の火山岩類と深成岩類は三種以上に細分し，緑色岩類の多い付加体の特徴を表示した．
5) 100 万分の 1 日本地質図第 3 版で堆積岩として表示されていた道東の摩周起源の火山灰層の分布域を，地表

面の大部分が降下火山灰であることから，降下火山灰として表現した．




